
Ｋ
Ｏ
ほ
く
と
武
英
Ｍ

欣喜堂ス
タ
ー
ト
は
由
比
ヶ
浜
。
こ
の
海
か
ら
若
宮
大
路
は
始
ま
っ
て
い
る
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
参

道
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
歩
く
こ
と
に
し
た
。
一
の
鳥
居
は
道
の
真
ん
中
に
あ
り
近
づ

く
こ
と
も
で
き
な
い
。
二
の
鳥
居
か
ら
段
葛
に
な
る
。
ひ
た
す
ら
歩
い
た
。
鶴
岡
八
幡
宮

は
、
そ
れ
な
り
の
人
出
で
あ
っ
た
。
舞
殿
で
は
結
婚
式
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
源
頼
朝

が
、
現
在
の
地
に
遷
し
た
の
だ
が
、
建
物
は
江
戸
時
代
の
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
殿
参
拝
の
後
、
大
蔵
幕
府
跡
へ
向
か
う
。
大
蔵
御
所
は
源
頼
朝
が
一
一
八
〇
年
に
鶴
岡

八
幡
宮
の
東
側
に
あ
る
大
蔵
郷
に
建
て
た
館
で
あ
る
。
頼
朝
、
頼
家
、
実
朝
と
続
き
、
北

条
政
子
が
亡
く
な
る
ま
で
の
四
六
年
間
、
こ
の
地
が
鎌
倉
幕
府
の
中
心
で
あ
っ
た
。
現
在

は
清
泉
小
学
校
に
な
っ
て
お
り
、「
大
蔵
幕
府
旧
跡
」
の
碑
が
建
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

昼
食
の
後
、
建
長
寺
と
円
覚
寺
へ
向
か
う
。
建
長
寺
は
鎌
倉
幕
府
五
代
執
権
・
北
条
時
頼

が
建
立
し
た
。
開
山
は
蘭
渓
道
隆
で
あ
る
。
円
覚
寺
は
開
基
が
八
代
執
権
・
北
条
時
宗
、

開
山
は
無
学
祖
元
（
仏
光
国
師
）
で
あ
る
。

小
雨
模
様
に
な
っ
た
。
源
実
朝
暗
殺
に
よ
っ
て
源
氏
の
将
軍
が
と
だ
え
、
北
条
の
時
代
に

な
る
と
、北
条
義
時
邸
（
仮
御
所
）
に
始
ま
り
、宇
津
宮
辻
子
幕
府
、若
宮
大
路
幕
府
と
、

短
期
間
で
移
転
し
て
い
る
。
そ
れ
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

「
宇
津
宮
辻
子
幕
府
跡
」
の
碑
は
宇
都
宮
稲
荷
神
社
の
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
宇
都
宮

稲
荷
神
社
は
、
宇
都
宮
朝
綱
に
勧
請
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
宇
津
宮
辻
子
幕
府
の
一
角
に

宇
都
宮
稲
荷
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
わ
ず
か
十
一
年
間
、
こ
こ
が
政
治
の
中

心
に
な
っ
た
。「
若
宮
大
路
幕
府
跡
」
の
碑
は
旧
大
佛
次
郎
茶
亭
の
近
く
に
あ
っ
た
。
旧

大
佛
次
郎
茶
亭
は
市
指
定
の
景
観
重
要
建
築
物
で
、
作
家
の
大
佛
次
郎
が
鎌
倉
文
士
ら
と

の
交
流
な
ど
に
活
用
し
た
と
こ
ろ
だ
。


